
な
集
団
生
活
を
送
る
こ
と
に
よ
る
感
染
機
会
の
増
加
か
ら
、
感
染
症
が

主
な
死
亡
原
因
に
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

更
に
工
業
時
代
に
入
っ
た
こ
こ
三
世
紀
間
の
急
激
な
人
口
増
加
の
原

因
は
、
死
亡
率
特
に
感
染
症
に
よ
る
死
亡
率
の
低
下
に
あ
る
と
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
農
業
生
産
の
上
昇
に
よ
る
栄
養
状
態
の
改
善
の
結

果
と
し
て
の
抵
抗
力
の
増
加
と
、
水
道
・
食
品
管
理
な
ど
の
衛
生
設
備

の
向
上
に
よ
る
感
染
機
会
の
減
少
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
健

康
改
善
の
代
償
と
し
て
、
が
ん
や
心
臓
病
な
ど
の
非
伝
染
性
疾
患
が
増

加
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

著
者
は
、
精
神
の
病
気
を
除
く
様
々
な
人
間
の
病
気
を
、
出
生
前
の

受
胎
成
立
時
点
や
胎
生
初
期
に
起
源
の
あ
る
遺
伝
病
、
十
分
な
食
糧
が

食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
に
起
源
す
る
貧
し
さ
病
、
食
糧
は
十
分
な
の
に
公

害
な
ど
生
活
環
境
が
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
る
健
康
へ
の
危
害
や
、
喫
煙
．

飲
酒
・
運
動
不
足
と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
起
源
す
る
非
伝
染
性
疾
患
で

あ
る
豊
か
さ
病
に
分
類
し
、
そ
の
制
御
の
処
方
菱
を
述
べ
て
い
る
。

要
す
る
に
こ
の
本
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
病
気
の
起
源
を
医
学
用
語
で

も
専
門
用
語
で
も
な
い
、
し
か
も
相
対
立
す
る
概
念
で
あ
る
「
貧
し
さ
」

と
「
豊
か
さ
」
で
分
類
し
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
言
葉
の
持
つ
経
済
学
的
意
味
か
ら
の
分
析
が
重
ね
ら
れ
て
い
な
い

た
め
に
、
医
学
以
外
の
領
域
か
ら
の
評
価
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
も
あ

づ
（
》
○

（
網
野
豊
）

〔
朝
倉
書
店
・
東
京
都
新
宿
区
新
小
川
町
六
’
二
九
、
窓
○
三
・
三
二
六
○
・

○
一
四
一
、
一
九
九
二
年
十
月
刊
、
Ａ
５
判
、
二
二
六
頁
、
三
七
○
八
円
〕

吉
田
直
哉
著

「
私
伝
・
吉
田
富
三
癌
細
胞
は
こ
う
語
っ
た
」

故
吉
田
富
三
教
授
の
長
男
、
吉
田
直
哉
氏
（
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
）

に
よ
る
吉
田
富
三
伝
で
あ
る
。

以
下
、
「
吉
田
教
授
」
と
書
く
の
は
、
お
父
さ
ん
の
方
、
つ
ま
り
富
三

先
生
の
こ
と
で
あ
る
。

本
書
を
知
っ
た
の
は
、
並
木
恒
夫
博
士
（
国
立
仙
台
病
院
）
が
年
賀
状

（
一
九
九
三
年
）
で
「
十
二
月
に
吉
田
富
三
先
生
の
伝
記
を
二
冊
よ
み
、

大
変
感
激
し
た
」
と
教
え
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
か
れ
に
葉
書

を
出
し
て
書
名
を
尋
ね
、
か
れ
は
、
本
書
と
永
田
孝
一
「
吉
田
富
三
伝
、

流
動
す
る
癌
細
胞
」
（
講
談
社
）
を
あ
げ
て
、
さ
ら
に
北
村
四
郎
『
激
動

の
中
を
生
き
て
」
（
考
古
堂
書
店
）
も
ぜ
ひ
読
む
よ
う
に
と
す
す
め
て
く

れ
た
。私

は
読
書
家
で
は
な
い
の
で
、
三
冊
も
教
わ
っ
て
ひ
ど
く
大
儀
に
な

っ
た
が
、
と
に
か
く
買
っ
て
お
く
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
へ
ち
ょ
う
ど
、

医
史
学
会
か
ら
本
書
の
書
評
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

本
は
学
会
が
貸
し
て
下
さ
っ
た
が
、
そ
の
本
に
は
吉
田
教
授
の
郷
里
、

福
島
県
浅
川
町
の
町
長
さ
ん
の
手
紙
が
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

浅
川
町
で
は
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と
し
て
吉
田
富
三
博
士
の
顕
彰
事

業
を
推
進
し
て
お
り
」
、
そ
の
内
容
は
、
記
念
館
の
建
設
、
が
ん
撲
滅
運

動
な
ど
、
「
こ
の
伝
記
も
そ
の
一
環
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

「
創
作
と
創
造
は
ち
が
う
」
と
著
者
に
父
・
富
三
氏
が
語
る
と
こ
ろ
が

あ
る
が
（
二
○
一
頁
）
、
平
成
の
世
に
「
創
生
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
、
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の
⑦
９
国
閏
ざ
。
に
は
三
十
年
と
い
う
意
味
が
あ
る
、
と
教
わ
っ
た
が
、

本
当
に
三
十
年
す
る
と
世
代
が
変
わ
る
。
こ
ん
ど
は
そ
の
出
来
の
い
い

息
子
が
、
完
壁
な
人
生
を
生
き
切
っ
た
父
親
を
、
誇
り
と
安
ら
ぎ
を
も

っ
て
語
る
の
だ
。

つ
ま
り
富
三
氏
の
一
ば
ん
身
近
に
い
た
著
者
が
、
講
演
や
著
作
、
ノ

ー
ト
か
ら
自
在
に
引
用
し
、
貴
重
な
家
族
の
観
点
も
加
え
て
、
故
人
の

全
貌
を
一
言
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
全
部
を
紹
介
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
研
究
史
を
扱
っ
た
第
五
、
六
章
に
は
、
吉
田
教
授
自
身
の

自
ら
が
、
没
し
て
後
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
そ
の
事
業
の
主
人
公
に
な

る
こ
と
ま
で
は
、
い
く
ら
富
三
先
生
で
も
予
想
で
き
な
か
っ
た
に
違
い

な
い
・吉

田
教
授
の
母
堂
が
立
派
な
方
だ
っ
た
よ
う
だ
。
「
こ
の
母
が
義
歯
と

い
ふ
も
の
を
嫌
っ
た
」
（
五
八
頁
）
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
が
、
晩
年
の

教
授
が
「
静
観
待
機
・
医
事
不
如
自
然
」
（
二
三
四
頁
）
を
説
い
た
そ
の

思
想
を
、
母
堂
が
す
で
に
平
明
な
言
葉
で
語
り
つ
く
さ
れ
て
い
る
と
思

矛
っ
。

思
い
出
が
あ
る
。
一
九
六
二
年
の
六
月
だ
っ
た
と
思
う
。
札
幌
で
病

理
学
会
が
あ
っ
て
、
私
は
松
本
武
四
郎
教
授
（
東
京
女
子
医
大
、
当
時
）

と
同
行
し
た
が
、
同
じ
車
両
に
吉
田
教
授
が
乗
っ
て
お
ら
れ
た
。
吉
田

教
授
は
、
手
に
さ
れ
て
い
た
印
刷
物
を
私
た
ち
に
示
し
、
息
子
が
書
い

た
脚
本
だ
、
と
い
わ
れ
た
。
直
哉
氏
の
名
は
す
で
に
有
名
だ
っ
た
。
吉

田
教
授
の
顔
に
は
、
出
来
の
い
い
息
子
を
持
っ
た
父
親
の
誇
り
と
安
ら

ぎ
が
あ
っ
た
。
本
書
の
最
初
で
、
そ
の
直
哉
氏
が
「
還
暦
を
過
ぎ
た
」

と
、
自
ら
語
ら
れ
る
の
を
読
ん
で
い
さ
さ
か
驚
い
た
。
垂

可
１
Ｎ
イ
ツ
室
中

し
ょ
う
が
な
い
。
歴
史
に
対
す
る
こ
ん
な
見
方
が
通
用
し
た
ら
、
医
史

学
な
ど
意
味
を
失
う
。

（
梶
田
昭
）

〔
文
芸
春
秋
、
千
代
田
区
紀
尾
井
町
三
’
二
三
、
電
話
○
三
’
三
二
六
五
’

一
二
二
、
一
九
九
二
年
、
Ａ
５
判
、
三
一
○
頁
、
一
六
○
○
円
〕

言
葉
で
、
吉
田
肉
腫
か
ら
腹
水
肝
癌
、
癌
化
学
療
法
の
研
究
と
い
う
道

筋
が
詳
し
く
辿
ら
れ
て
い
る
。
私
も
勉
強
に
な
っ
た
。

も
っ
と
も
感
動
的
な
の
は
、
こ
の
著
者
、
直
哉
氏
が
取
材
・
出
張
先

の
メ
キ
シ
コ
で
父
・
富
三
氏
の
死
を
知
り
、
臨
終
の
席
に
居
あ
わ
せ
な

か
っ
た
不
運
を
嘆
か
れ
る
一
節
で
あ
る
（
二
七
九
’
二
八
二
頁
）
。
「
吉
田

家
の
人
々
」
は
、
ま
こ
と
に
美
し
い
品
性
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

本
書
の
性
質
上
、
触
れ
て
い
な
い
が
、
私
は
こ
の
機
会
に
、
発
ガ
ン

物
質
の
研
究
史
、
吉
田
時
代
の
病
理
学
史
、
と
く
に
レ
ス
レ
詞
．
詞
○
器
庁

の
こ
と
な
ど
、
資
料
を
調
べ
て
加
え
よ
う
と
思
っ
た
。
し
か
し
紙
数
も

時
間
も
制
限
が
あ
る
。
ま
た
の
折
に
し
た
い
。

た
だ
こ
れ
だ
け
は
い
っ
て
お
こ
う
。
「
顕
微
鏡
を
考
え
る
道
具
に
使
っ

た
最
初
の
思
想
家
」
（
三
八
頁
）
は
、
こ
れ
は
著
者
の
「
作
業
仮
説
」
（
一

四
二
頁
以
下
）
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
よ
く
な
い
と
思
う
。
せ
め
て
「
最
後

の
」
に
し
て
欲
し
い
。
「
最
後
の
」
と
い
え
ば
後
の
人
は
奮
起
す
る
だ
ろ

う
。
怒
（
い
か
）
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
最
初
の
」
と
い
っ
た

の
」

ア
《
Ｉ
／
Ｏ

エ
リ
、

吉
圧
裁
授
よ
り
先
に
世
を
去
っ
た
人
々
は
ど
剴
載
る
か
、
奮

医起
史の
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